






































































































































































































































に達している（Voldand Bernard 1985=1990: 190-5）。その一方で，ポーラ
ンド系移民2世のスタンレー少年による長文の自伝を用いた『ジャック・ロー
ラ－ ~ (Shaw 1930）に代表されるように，ショウは非行少年の生活史を集
















































































総額（10億ドル） 1人当り（ドル） 総額（10億ドル） 1人当り（ドル）
1890 13.1 208 52.7 836 
1900 18.7 246 76.9 1,011 
1910 35.3 382 120.1 1,299 
1920 91.5 860 140.0 1,315 
1930 90.4 734 183.5 1,490 
1940 99.7 754 227.2 1,720 
（合衆国商務省編 1986:224) 























1930 26 749.8 
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使用量を見ると， 1920年の31.9億キロワットが， 1930年には， 110.2億キロワッ
トと 4倍近くに増えている（合衆国商務省 1986:827-8）。こうした環境の整
備が，冷蔵庫，洗濯機，掃除機などの家庭用電化製品の普及を後押しする。家












聞に4倍に増え， 1929年には高卒者の 3分の l以上が大学に進学するようにな
り，多くの人が学校に長く在籍する時代が来た。電気の使用は，人びとを夜更






















































































1930-39 699 375 
1940-49 856 608 
（合衆国商務省編 1986:105-6) 
こうした大量移民のプッシュ要因としては，第一に，ヨーロッパの人口爆発













であった。（Green1994= 1997: 25-30) 
交通手段の発達も，大量移民を後押しした。 1819年，蒸気船が，初めて大西
洋を横断するo 1860年代末には，帆船は姿を消した。この結果， 19世紀初頭に




り出しに貢献した。ちなみに 1927年には リンドバーグ（CharlesA. 
Lindbergh）が，航空機による初めての大西洋無着陸横断に成功し， 33時間39























年 1870-79 1880-89 1890-99 1900-09 110-19 
移民数合計（100万人） 2.7 5.2 3.7 8.2 6.3 
アイルランド 15.4 12.8 11.0 4.2 2.6 
別百分比各国
｜日 ドイツ 27.4 27.5 15.7 4.0 2.7 
移 イギリス 21.1 15.5 8.9 5.7 5.8 
民 スカンジナビア 7.6 12.7 10.5 5.9 3.8 
旧移民小計 71.5 68.5 46.1 19.8 14.9 
新
ロシア 1.3 3.5 12.2 18.3 17.4 
% オー ストリア＝ハンガリー 2.2 6.1 14.5 24.4 18.2 移
イタリア 1.7 5.1 16.3 23.5 19.4 








1994= 1997: 55) 





実数（人） 構成比例） 実数（人） 構成比例）
1890 22,106,265 35.1 40,873,501 64.9 
1900 30 214 832 39.6 45,997,336 60.4 
1910 42,064,001 45.6 50,164,495 54.4 
1920 54,253,282 51.2 51,768,255 48.8 
1930 69,160,599 56.1 54,042,025 43.9 
1940 74,705,338 56.5 57,459,231 43.5 




















年 ニュー ヨー ク シカゴ フィラデルフィア デトロイト ロサンジェルス
1890 1,515,301 1,099,850 1,046,964 205,876 50,395 
1900 3,437,202 1,698,575 1,293,697 285,704 102,479 
1910 4,766,883 2,185,283 1,549,008 465,766 319,198 
1920 5,620,048 2,701,705 1,823, 779 993,078 576 673 
1930 6 930 446 3,376,438 1,950,961 1,568,662 1,238,048 
1940 7,454,995 3,396,808 1,931,334 1,623,452 1,504,277 














エンパイア・ステート・ビル（EmpireState Building, 102階381メー トル）
が完成している。さらに，都市では，工業が発展した。 19世紀末には，アメリ
カの工業製品の9割までが都市部に立地する工場で生産されるようになってい












Smith 2000: 119) 
表8 アメリカ主要都市における人口構成（1910年）
都市名 人口（1000人） 外の国白生人ま（%れ） 生本ち人まられがかれで7がの親メ外白のリ国人カど 黒人（%） その他（%）
（出）
ニュー ヨー ク 4,767 40.4 38.2 1.9 19.5 
シカ ゴ 2,185 35.7 41.8 2.0 20.5 
フィうデルフィ7 1,549 24.7 32.1 5.5 37.7 
セントルイス 687 18.3 40.0 6.4 35.3 
ボストン 671 35.9 38.3 2.0 23.8 









業者の割合も， 1930年には25.1%まで下がった。（Chudacoffand Smith 2000: 
120, 212-3；合衆国商務省編 1986:127) 




実数(1000人） 割合併） 実数(1000人〉 割合併）
1890 19,313 8,379 43.4 10,934 56.6 
1900 23,754 9,404 39.6 14,350 60.4 
1910 30,092 10,582 35.2 19,510 64.8 
1920 33,065 9,583 29.0 23,482 71.0 
1930 38,078 9,562 25.1 28 516 74.9 


















(Chudacoff and Smith 2000: 120-1, 213；猿谷 1976)






























実数（人） 構成比例） 実数（人） 構成比例）
ポー フ ン ド 137,611 5.1 43,338 1.4 
イ タ ア 59,215 2.2 18,593 0.6 
ソ 連 102 095 3.8 17,497 0.6 
ド イ 、y 112,288 4.2 16 075 0.5 
アイノレランド 56,786 2.1 8,372 0.3 
イ ギ ス 37,932 1.4 5,589 0.2 
オーストリア 30,491 1.1 4,370 0.1 
チェコスロバキア 50,392 1.9 3,443 0.1 
スウェーデン 58,568 2.2 2 155 0.1 
シカゴ市の全人口 2,701,705 100.0 3,005,072 100.。




1860年 1890年 1920年 1860年 1890年 1920年
ド イ ツ 38.9 35.7 13.9 19.4 14.7 4.1 
アイlレランド 36.3 15.5 6.0 18.2 6.3 2.1 
スカンジナビア諸国 4.0 16.0 11.1 2.0 6.5 3.2 
東ヨーロッパ 0.3 12.5 35.8 0.1 5.3 10.6 
南ヨーロッパ 0.2 1.8 11.9 0.1 0.6 3.4 
(Cutler 1982: 5) 
校，教会，劇場，食堂，喫茶店，新聞などで満ちていた。（Cutler1982: 43-5) 
（表10および1，図1参照）
-115 ( 337 )-
図1 1920年シカゴにおける各民族の集住地区
注：どの集住地区も，まったく同質というわけでない。この地図は， U.S. Census, 
church, Chicago Department of Planningのデータに基つeいて， JosephKubal 
によって作られた。（Cutler1982: 42) 







































































































































































-122 ( 344) -
食肉加工工場が並んだ畜舎裏（Back-of-the-Yards）と呼ばれる地域の周りに
は， 1910年には， 3万人近いポーランド人が暮らしていた。また，南シカゴの製
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に，移民許可数を 2%に減少させた。（Green1994= 1997: 96-109；川原 1990)






















超法規的な f正義」を行使していった。（Nortonet al 1994= 1996: 3巻164-



































































































































































































ように社会を観察することを説いた（Parket al [1925]1967=1972: 3）のも，








激減させた。アメリカに到着した移民の数は， 1900年代， 1910年代， 1920年代
のそれぞれの10年間は， 820万人， 635万人， 430万人と高い水準で推移したが，
1930年代の10年間は，一気に70万人にまで激減する。同様に，シカゴ市の人口
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